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横
田
小
学
校
で 

「
川
ま
つ
り
」
開
催 

 

７
月
３１
日
（
土
）
、
陸
前
高
田
市

の
横
田
小
学
校
で
「
川
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

通
常
の
水
位
で
あ
れ
ば
、
横
田
地

区
の
気
仙
川
を
会
場
と
し
て
、
川
遊

び
体
験
（
い
か
だ
や
カ
ヌ
ー
、
魚
の

観
察
、
水
遊
び
な
ど
）
が
行
わ
れ
る

予
定
で
し
た
が
、
前
日
の
降
雨
に
よ

り
気
仙
川
の
水
か
さ
が
増
し
て
い

た
た
め
、
体
育
館
及
び
プ
ー
ル
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

当
日
は
晴
天
の
も
と
、
横
田
小
の

児
童
さ
ん
や
保
護
者
の
方
、
先
生
な

ど
約
１００
人
が
集
い
、
に
ぎ
わ
い
を
み

せ
て
い
ま
し
た
。 

 

津
付
ダ
ム
建
設
事
務
所
か
ら
は
、

津
付
ダ
ム
に
関
す
る
「
○
×
ク
イ

ズ
」
を
実
施
し
、
楽
し
み
な
が
ら
知

識
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

津
付

つ

づ

き

ダ
ム
だ
よ
り 

 

五
葉
湖
畔
の
集
い
開
催 

８
月
１
日
（
日
）
、
大
船
渡
市
の

鷹
生
ダ
ム
周
辺
で
「
五
葉
湖
畔
の
集

い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
好
天
に

恵
ま
れ
多
数
の
方
々
が
来
場
し
ま

し
た
。
来
場
さ
れ
た
方
は
、
木
工
教

室
や
ボ
ー
ト
に
よ
る
湖
面
パ
ト
ロ

ー
ル
、
ダ
ム
施
設
見
学
、
津
付
ダ
ム

パ
ネ
ル
展
示
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
そ

れ
ぞ
れ
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 
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http://www.pref. 
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質
問
コ
ー
ナ
ー 

（
質
問
）
、
津
付
ダ
ム
は
「
流
水
型
ダ
ム
」

と
い
う
形
態
の
ダ
ム
で
あ
る
と
聞
き

ま
し
た
。
放
流
口
が
常
に
開
い
て
い
る

の
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
水
が
貯
ま
る

の
で
す
か
？ 

（
回
答
）
放
流
口
の
穴
の
大
き
さ
に
よ
り

流
せ
る
量
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
（
津

付
ダ
ム
の
最
大
放
流
量
は
７０
㎥
／
ｓ

→
１
秒
間
に
７０
立
方
メ
ー
ト
ル
） 

放
流
口
の
穴
は
ダ
ム
の
上
流
か
ら

流
れ
て
く
る
水
量
（
通
常
時
の
水
量
）

が
、
そ
の
ま
ま
下
流
へ
流
れ
て
い
く
大

き
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
津
付
ダ
ム
は

利
水
機
能
（
水
道
用
水
や
工
業
用
水
、

発
電
な
ど
）
を
持
た
な
い
の
で
、
普
段

は
ダ
ム
に
水
を
貯
め
ま
せ
ん
。 

 
 
 

洪
水
時
は
、
放
流
口
の
穴
の
大
き
さ

で
は
流
し
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
水

量
が
押
し
寄
せ
る
の
で
、
こ
の
流
し
き

れ
な
い
水
量
が
ダ
ム
に
貯
ま
っ
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ゲ
ー
ト
操
作
で

の
調
節
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ダ
ム
地
点
よ
り
下
流
に
、
一
気
に
大

量
の
水
が
流
れ
な
い
よ
う
に
調
節
（
自

然
調
節
）
し
、
下
流
河
川
沿
い
の
洪
水

被
害
を
軽
減
す
る
も
の
で
す
。 

「津付ダムだより」のバックナンバーを公開中→ http://www.pref.iwate.jp/⇒「組織から探す」⇒「広域振興局等」⇒「大船渡

土木センター」⇒「津付ダム建設事務所」⇒「おしらせ」 

（津付ダムパネル展示の様子） 

（
「
○
×
ク
イ
ズ
」
の
様
子
） 



 

津付ダムだより 平成 21 年 12 月号（第１１号）に掲載した「気仙川水系河川整備手法比較表」

の補足説明を行っています。この表は、平成 21 年度に行われた大規模事業評価専門委員会での審

議に使用されたものです。 

今回は事業の概要について、着目します。 

（ダム＋河川改修案→津付ダム建設と河川の改修を組み合わせて対策する案）をＡ案、（河川改

修単独案→河川の改修のみで対策する案）をＢ案として比較しています。 

河川改修（掘削面積　237,000ｍ
2
）

・延長　L=10.8km

河川改修（掘削面積　40,000ｍ
2
） ・掘削工　V=313,000ｍ

3
・築堤工　V=141,000ｍ

3

・延長　L=9.3km ・護岸工　A=43,000ｍ
2 ・橋梁架替　N=２橋

・掘削工　V=17,000ｍ
3

・築堤工　V=104,000ｍ
3

・護岸工　A=6,000ｍ
2 ・橋梁架替　N=１橋

河川改修（掘削面積 406,000ｍ
2
） 河川改修（掘削面積　342,000ｍ

2
）

・延長　L=11.6km ・延長　L=13.6km

・掘削工　V=755,000ｍ
3

・築堤工　V=80,000ｍ
3

・掘削工　V=999,000ｍ
3

・築堤工　V=　73,000ｍ
3

・護岸工　A=61,000ｍ
2 ・橋梁架替　N=４橋 ・護岸工　A=　76,000ｍ

2 ・橋梁架替　N=６橋　　

ダム（重力式ダム（流水型）） 河川改修（掘削面積　579,000ｍ
2
）

・延長　L=13.6km

河川改修（掘削面積 446,000ｍ
2
) ・掘削工　V=1,312,000ｍ

3
・築堤工　V=214,000ｍ

3

・延長　L=11.6km ・護岸工　A=119,000ｍ
2 ・橋梁架替　N=８橋　　　

・掘削工　V=772,000ｍ
3

・築堤工　V=184,000ｍ
3

・護岸工　A=67,000ｍ
2 ・橋梁架替　N=５橋 　

（河川改修単独案）Ｂ案（ダム＋河川改修案）Ａ案

事
業
概
要

ダム（重力式ダム（流水型））

高さ48.6m　長さ165.0m、堤体積105,000ｍ
3

整備計画

1/30整備に

必要な工種①

高さ48.6m　長さ165.0m、堤体積105,000ｍ
3

基本方針

①＋②

1/70整備に

必要な追加工種②

完了予定年度　Ｈ３７

完了予定年度　Ｈ６９

完了予定年度　Ｈ１６１

完了予定年度　Ｈ１１６

                                      

段階的整備の計画として、今後２０年程度の期間での整備を目標とした「気仙川河川整備計

画」は、治水安全度を概ね３０年確率（１／３０）としています。（最終目標は１／７０） 

 

まずはこの治水安全度１／３０の整備に必要な工種を記述している、表の 1 段目について説

明します。 

 

 Ａ案では、ダム下流全川にわたり水位低下の効果がある津付ダムを整備します。津付ダムだ

けで治水安全度１／３０を確保できない部分について、河川改修（掘削面積４０，０００ｍ２、

延長９．３ｋｍ、掘削土量１７，０００ｍ３、築堤土量１０４，０００ｍ３、護岸工６，０００

ｍ２、橋梁架替１橋）を実施すると考えたもので、平成３７年度完了予定と試算しました。 

 

 Ｂ案では、津付ダムを整備せずに河川改修のみ（掘削面積２３７，０００ｍ２、延長１０．８

ｋｍ、掘削土量３１３，０００ｍ３、築堤土量１４１，０００ｍ３、護岸工４３，０００ｍ２、橋

梁架替２橋）で対策するもので、平成６９年度完了予定としています。 

 

次号も引き続き「事業概要」の項目について、説明を行っていきたいと思います。 

 

 

 

気仙川水系河川整備手法比較表の説明 

 河川等の急激な増水にご注意願います。 

 時間雨量が数十ミリに達するような、局地的かつ短時間に強い雨を降らせる「局地的大雨」が、

近年多くなっています。河川や用水路等の急激な増水に注意しましょう。 


